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 - 大会速報 -  第７日目 試合観戦 

 

 

７時           朝食 

８時            ホテル出発 

９時～          試合観戦 

１４時～１５時     練習 

１８時          ホテル到着・夕食・ミーティング 

 

 

試合は全て終了しましたが、我々のテニスは次に向けてまだまだ続きます。 

監督、コーチ、選手で話し合い、今日の準々決勝観戦をし勉強、他の国の選手に練習相手をお願いして練習することになりま

した。 

 

朝一からテニスコートに向かい、シングルス、ダブルスの準々決勝を観戦しました。 

さすがレベルの高い試合揃いで、とても勉強になったと思います。 

 

午後にコートが空いたので、選手から試合の終わった台湾の選手に練習相手をお願いし、選手３人と台湾の女子選手１人と練

習することができました。 

外国の選手は、積極的に練習試合を申し出てきます。今まででも、日本選手が練習しているところに練習試合を申し込まれた

ことが２、３度ありました。その積極性、行動力は日本選手もより強くなるためには見習うべき面かなと思いました。 

 

その日の夕食時、東京都立中央ろう学校の「デフリンピック応援プロジェクト」による応援メッセージが選手、スタッフ一人一人

に届けられました。一人一人に寄せられた手書きの温かいメッセージに感激しました。 

中央ろう学校のみなさん、本当にどうもありがとうございました。 

 

残りのテニス競技の観戦は、ダブルス決勝、シングルス決勝のみとし、明日は、他競技の応援です。 

 


